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Inthisseventhpaperoftheseries"ThePolysemous

OrganizationofJapaneseVerbs"theauthordealswithhakaru,harau,

andharu.Inthispaper,heappliesanewanalyticaltechniqueof

diachronicpolysemytotheanalysesofhakaruandharau.The

polysemousmeaningsoftheseverbsaresodivergentthatthey

cannotbelinguisticallyrelatedeitherbysemanticorcognitive

relationiftheanalysisiscarriedoutonthebasisofsynchrony.Here

weneedtointroducediachrony,thatis,wehavetotakeinto

considerationtheoldestpossibleusesofthewordsfromwhichthe

present-dayusesofthewordsarediachronicallyderived.Saussure

stressedthenecessityofstrictseparationofsynchronyanddiachrony

inthestudyofthepresent-daystateoflanguage.However,this

papertriestoprovethenecessityoftakingadiachronicpointofview

inthestudyofsomepolysemouswords.

多義の種 類(序 に か えて)

こ とが らを ご く単 純 化 して い うな らば,従 来 「多義 語 」 とは"意 味 的

に関連 の あ る"2つ 以 上 の 意味 を もつ語 で あ る と考 え られて きた。 しか し

筆者は国広哲弥(1997)お よび この 一連 の 「日本 語 動 詞 の 多義体系」 とい

う論考 において,"意 味 的 に は関 連 が な くて も同一 の 認知対 象を共有す る

意味"も 多義 を構 成 す る と考 え て きた。そ う考 えることによって 「取 る」

の く獲得す る 〉と 〈除去す る〉,「あ と」 の 〈跡 〉,〈空 間 的 後 位 置 〉お よ
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び 〈時 間的後続時 〉の3義 も多義 と考 え る こ とが で きる と説い て きた。

ところが今回取 り上 げ る 「はかる」 の多義性 を考察す るに当た って それ

だ けで は不 十分 であって,過 去 に さか の ぼ る こ とが 必 要 で あ るこ とが明

らか とな った。 い まは消 えて しまった古義 との繋が りを考慮 に入れ るこ

とに よ り,初 め て現 代 の 多義 体 系 が 明 らか になるこ とが分か った。 言語

の さまざ まな現 象 を十分 に理解す る ため には過 去 に さかの ぼ らなければ

な らない こ とは以前 か ら言 われてい たこ とであ り,殊 に歴 史言 語 学 が盛

んで あ った19世 紀 ヨー ロ ッパ,そ の流 れ を汲 む 日本 の 言語 学 界 で も強調

されて きたこ とであ った。 ところがその風潮 が下 火に な り,現 時 点 で の

状 況 を まず 十 分 に観 察 す る ことを優先す るよ うになったの は,ひ と え に

ソ シュ ー ルの 構 造 主 義 的 言語学 の影響 に よる もの と考 え られる。現 時点

で の記号 の体系 が明 らか になれば,そ れ で現 在 の こ とは す べ て 明 らか に

なる とい う考 え方であ る。

しか し,多 義 語 の 分析 を進 め て み て,こ の ソ シュ ー ル 的 な考 え方 が い

か に皮相 な もの であ り,言 語 の 本 質 を捉 えて い ない か が 明 らか とな った。

現在 で も日本 を含めて世界 にソシュール信 奉者 は跡 を断 たないが,意 味

研 究 に関 して は ソ シ ュ ー ル の理論 はほ とん ど役 に立 た ない こ とをここで

強調 してお きたい。

ソシュールは,言 語 に先 立 って概 念 を獲 得 す る こ とはあ り得 ない と断

定 していたが,20年 ばか り前 にニ カ ラ グ ワで発 見 された新 しい手話の 自

然 発生 とい う出来事 は,聾 唖 児 た ち が言 語 以 前 に概 念 を作 り上げてい た

ことを証明 した(Emmorey,2002)。 ソ シ ュー ルは記 号 と記 号 の対 立 に基

づ いて初 めて意味の差 を生み 出す ことが 出来 る と考 えたが,我 々が 論 じ

る多 義 は記 号 の 対 立 な しに生 じた もので ある。記号 と記号 が対 立 してい

れば意味 の差 が伝 え られ る とい うの も,意 味 の差 の は っ き り しない 類 義

語 が 少 な くない ことを考 えれば,ソ シ ュ ー ル の 考 え方 は ど こか が 狂 って

いる と言わ ざるを得 ないだろう。

以上の考察 に基づ いて,多 義 の種 類 を次 の よ うに考 え る。



日本語動詞の 多義体系(7)25

共時的多義麟 灘

{通時的多義麟 諜

通時 的考 察 に よって結 び付 け られ る多義 は一般 の 日本語辞典 で は 「同

源」 と言 われ るのが普通 であ る。 ただ し,辞 典 で は そ う言 うだ け で,具

体 的 に どの よ うに結 び付 け られ るのかは示 され ていない。そ れ をこの論

考では考 えてみ ようとす るわけであ る。

は か る

1.「 は か る」 の 多 義 。

現 代 の 日本 語 辞 典 にお ける 「はか る」 の項 を見 る と,そ の 多義 の 扱 い

は実 に ま ち ま ちで あ り,共 通 の 分 類 型 とい う もの は 見 られ ない。 と りあ

えず 『三 省堂 』の分類 を代 表 と して取 り上げ るが,こ の 分 類 も意 味 関 係

の 観 点 か ら見 る と,多 少 の 問 題 を 含 ん で い る。 そ れ にはあ とで触 れ る と

して,単 純 に意 味 だ け を比 べ た 場 合,例 え ば 「諮 る」,「 図 る」,「 測 る」

の 間 に は,ど う考 え て も意 味 的 な 関 連性 は認 め られ ない。 それ に もかか

わ らず 『岩波 国語』 と 『大辞泉』 は全体 を同一項 目で扱 ってい る。意味

的 な関連性 が認 め られ ない ときは,共 通 の認 知 対 象 を探 るの が 我 々の方

法であ る。 しか しこの ままではそ れ も考 え に くい。 そ こで通時的 多義 の

考 え方 を導 入す るこ とに なるが,古 い 時代 の状 態 を 『岩 波 古 語 』 で見 る

と,古 い時 代 か らす で に現 状 に ほ ぼ平行 した多義の状 態が生 じてい るこ

とが分か る。 そ こで,『 三 省 堂 』 と 「岩 波 古 語 』 の 記 述 を並べ,類 似 の 意

味 を線 で 繋 い で 示 しでみ よう。(元 の辞 典 の語 義 番 号 には① ② が使 われ て

い るが,印 字 の 都 合 上 こ こで は(1)(2)を 用 い る こ とにす る。)
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「はかる」

「三省堂』

図 る α)め ざす。 「解決 を一」

② 取 りはか らう。「便宜 を一一」

(3)考 える。 くわだてる。「自殺 をJ

計る(1)お しはか る。

(2)数や時間な どをかぞ える。 「時間 を

(3)い ろいろ と考 えて決める。計画する。

「国の将来 を一」

(4)だ ます。 あ ざむ く。「まんま と計 られた」

測 る 〔もの さしなどで〕長 さ・深 さ ・距離 面積

な どをかぞえる。(用 例省略)

量 る 〔はか り ・ますな どで〕重 さ・容積 をかぞ

える。「目方 を一一」

諮 る 相談す る。「会議 に 一」(下 略)

謀 る 計略 をめ ぐらす。「暗殺 を

「岩波古語』

(1)予測す る。推測す る。

見当をつける。

(2)広 さ ・重 さ・値段 な ど

を計 量 す る。

(3)よい機 会かどうかな ど

見当をつ けて,え らぶ。

(4)よ い わ るい な ど見 当 を

つ け なが ら,論 じる。

⑤ も くろ む。 企 て る。

㈹ だ ます。

線 で繋 い だ両辞 典問の 多義 の引 き当 ては多少無理 な点 を含 むか もしれ

ないが,要 は,両 者 が ほ ぼ過 不 足 な く納 ま る こ とを示す こ とにある。つ

いで に 『三省堂』の多義分類の問題点 に触れてお く。

まず,大 き く言 え ば 〈計 画 す る,企 て る 〉 とい う意 味 に属 させ る こと

ので きる意味が3個 所 で 別 々に記 述 され て い る こ とがある。

「図る」(3)考 え る。 くわ だて る。 「自殺 を一 」

「計 る」(3)い ろい ろ考 え て決 め る。 計 画 す る。 「国の将来 を一」

「謀 る」 計略 をめ ぐらす。「暗殺 を一 」

この3つ の 意味 は対 象 の性 質 の 違 い に よって生 じた もの と見 るこ とが

で き,意 義 素 的 に は1つ に ま とめ る こ とが 可能 で あ る。 もう1つ 意 味 的

に は こ こ に属 させ る こ とがで きるが,目 的 語 な しに用 い られ る の が 普 通

で あるので性質 をやや異 に しているのが,「 計 る」 の(4)で あ る。 受 身で

用 い られ るの が 普通 なの で他動 詞で はあ るが,能 動 形 に した と き,ど う

い う 目的 語 が 省 略 され て い るのか明 らかで ない。 その点 を無視す る とす
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れば,こ の意 味 も く相 手 を不 利 な 目 にあわせ る ことを計画 す る〉 とい う

意 味で あ って 「謀 る」 と同 じこ とに な り,こ こ の 意 味 群 に加 え られ る 。

この非常 に近い4つ の 意 味 が 別 々 に記 述 され て い るの は,「 三 省 堂』 が訓

漢 字 が 違 え ば 別項 立 てにす る とい う編 集 方針 を立 てて いるため だ と考 え

られ る。 この方針 は どう して もい ま述 べ たよ うな問題点 を抱 えてい るわ

けである。

次 の問題点 は,意 味 的 に は ま っ た く同 じ く尺 度 に合わせ て数 量 を明 ら

か にす る〉とい う意味が 「計 る」(2),「 測 る」,「量 る」 の3項 に わ けて

あ る こ とで あ る。 この 場 合,当 て られ る訓 漢 字 が異 な って い て も意味そ

の もの は変 わ ってい ない こ とが覆 い隠 されて いる。 各項 目の記述 を見る

と,「 数 や 時 間 な ど」,「 長 さ・深 さ… 」,「重 さ・容 積 」 と異 な って い る が,

これ は 目的語 の意 味 的 性 質の 違 いが文脈 に反映 した もの に過 ぎず,「 はか

る」 そ の もの の 意 味 は ま った く同一・の ものであ る。 さらに この訓漢字の

使 い分 けは現実 を捉 えた もの とは言えずr規 範 と して提 出す る こ とに も

問題 が含 まれている。

2.「 は か る」 の古 代 の 多義 分 岐 。

前 節 で 見た ように,現 代 の 「は か る」 の 多義 は ほ ぼ その ままの形で古

い時代 か ら存在 して いた。 したが って,こ の ま まで は 多義 の 関連 性 を説

明 す る ことはで きない。森田良行(1989)は 「はか る」 の諸 用法 を1つ の

基 本 義 か らの 派 生 と して 説 明 しようと してお り,そ の 基 本 義 を次 の よ う

に捉 え て い る:

「は か る」 の 「は か」 は,も と"あ る範 囲 の 量"。 そ の量 に対 して,

どの くらい あ るか,ど ち らの ほ うが 多い か な ど,お よ そ の 見 当 を付

け る行 為 が 「は か る」 であ る。 「お しはかる」 「見 はか らう」 な ど現

在で も使 われている。(938ペ ー ジ)

この よ うな単 … の 基 本 義 か ら出 発す る説 明法 は筆者 が以前 に採 用 して

いた もの であ るが,こ の 方法 に は無 理 が伴 な う こ とが多い ので ,そ の 後

採 用 した認 知 対 象 の 設 定,焦 点 化 な い しは前 景 化 とい う考 え方 を導 入 し

て,以 下 に説 明 を試 み る こ と にす る。
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3.「 はか る」 の 認 知対 象 。

一 般 的 に言 えば
,動 詞 の 認 知 対 象 は動 詞 の指 す 具 体 的 な現 象 であ る。

すで に触 れ た 「取 る」 とい う動 詞の認知対 象 は,手 で 何 か を捉 え て そ の

存 在 場 所 か ら引 き離 す動作 その もので ある。 その引 き離 される物 と人間

との価値 関係 か ら 〈獲 得す る 〉あ るい は 〈除去す る 〉 とい う意味 が生 じ

る と考 えるこ とによ り,こ の2つ の 意 味 を結 び付 け る こ とが で きた(cf.

国 広哲 弥1997:227)。 そ れ で は 「は か る」 の場 合 は ど うか。現在の用法

に基づ くな らば,計 量 す る動 作 が頻 度 の 上 で 圧倒 的 に多いの で,計 量 の

動 作 を認 知 対 象 に して よい か とい うと,そ れ で は多 義 の 説 明 に役 立 た な

い こ とは,最 初 に述 べ た 通 りで あ る。 こ こ で通 時的 多義 の考 え方 を導 入

して,で き る だ け古 い 時代 に さかの ぼ ってみ る。 『岩波 古語』 に従 うと,

「はか る」 の成 立 事 情 は次 の よ うであ る。

はか り ハカ(量 ・捗)の 動 詞化 。仕上 げ よ うと予 定 した仕事の進捗状態

が どんなかを,広 さ・長 さ ・重 さな どにつ いて見当をつける意。

これ は前節の森 田良行(1989:938)と 同趣 旨の もの で あ る。 しか しこれ

で は依然 と して 多義の説 明 には十分 で ない。 そ こで動詞化 の元 になった

「はか」 につ いて調べ てみ る、,『岩 波 古 語 』 お よ び 『日国 大』 の記述 を総

合す る と次 の ようになるだろ うO

は か 共 同 で 田植 えや 稲 刈 りな どをす ると き,予 定 と して お お ざっ

ぱ に計 って定 めた各々の分担範囲。

この名詞 「はか」が直接 に指すの は 「あ る区切 られた空間」 であ るが,

認 知 対 象 と して捉 え直 す と,「 空 間 を計 る行 為 」 が前段 階 の行 為 と して認

知 の中 に取 り込 まれf作 業 の あ とに続 く 「分 担 作 業 を消化 した段 階」 も

認知視野 の 中 にはい って くる。認知対 象 とい うの は この程度 に柔軟 に捉

え られ る もの と考 えてお く。 この認知対 象は,心 理 的 に い ろ い ろ な角 度

か ら捉 え られ,あ る部 分 が 前 景 化 され る こ とが,い ろ い ろ な派 生 的 表 現

か ら推定 され る。 まず分担範 囲 を決める ときの 〈測定す る〉動作 がある。

次 に分担範囲 を共同作業者 に振 り当て る行 為は く予定す る〉ことであ り,

また く計 画 す る 〉 こ とで もあ る。 測定す る作 業の場 合 も,昔 の 農 作 業 の
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こ とであ るか ら,あ ま り厳 密 な測 定 は されず,「 だ い た い こ ん な もの だろ

うか」 と範囲 を 〈お お ざっぱに推定 す る 〉程度 であったで あろ うと思 わ

れる。 その時 にひ と りの 人間が独 断で決め る ことをせず に仲 間 と相談 し

なが ら決め たであろ うか ら,そ こか ら く仲 間 と相談 す る 〉 とい う意味が

出て来 る と考 えるこ とがで きる。

この よ うな さまざまな前景化の裏付 け として派生語 がある。〈推定す る〉

に基づ くのが 「お しはかる」 であ り,〈 消 化 す る 〉 に基 づ くの が 「は か ど

る」,「は か が ゆ く」 で あ る。 予 定 通 りに消化で きない と きは 「はか ばか

しくない」 と言 う。〈分担範囲 を決める 〉とい う捉 え方は見方 を少 しず ら

せ ば 〈作 業の振 り当て とい う仕事 を処理す る 〉行動 で もあ るの で,そ こ

か ら 「は か ら う」(一 は か りあ う)〈 考 えて い い と思 う よ うに処 理 す る 〉,

「見 はか ら う」〈適 当 に推 定 して処理 する 〉,「取 りはか ら う」 〈適 当 に処 理

す る 〉が派生 した と見 ることがで きる。

揃 段階] [目標] [後段階]

推測する。

計量す る。

相談す る。

各 々の担 当範囲

を決 める。

「はかる」の初期の認知対象図

枠 の外 に示 した 「必要 な処 置 を講ず る」 は枠 内部全体 をま とめ て捉 え

直 した ものであ り,「 予 定 を立 て る」 は 目標 を立 て るこ とを視点 を変 えて

捉 え直 した ものである。

以上の よ うに見て くる と,「 はか る」 の 多義 は通 時 的認 知 的多義の タイ

プに属 させて よいこ とになる。「あ と」の3つ の 意 味 も認 知 的 多義 に属 す
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るが,こ ち らの 方 は通 時 的 に も共 時 的 に も認め られる。

4.現 代 日本語 と しての 扱 い。

現 在 用 い られ てい る 「はか る」 の 多義 を自然 な形 で関連 付 け るには,

い まは 用 い られ な くな った 古 義 〈各 自の作業範 囲 を決め る 〉を持 ち出す

必 要があ る ことが分か ったが,現 用 法 だ け を辞 書 な どの 形 で記 述す る場

合に どうすべ きかが問題 とな る。処理 方法 は2通 りあ る。1つ は上 で 論

じた よ うに古 義 を持 ち出す ことで,も う1つ は純 粋 に意 味 的 な関 連性 に

基 づ い て適 宜 に分類 す るこ とであ る,,そ の …案 と して は次 の ものが 考 え

られ る。

(1)計 量 す る。 「長 さをはか る」 「重 さをはかる」 「熱 をはか る」

(2)目 的 達 成 に必 要 な手 続 きを取 る。 「安定 をはかる」 「便宜 をはか る」

「自殺 をはか る」

(3)推 測 す る。 「相 手 の気 持 ち を はか る」 「はか りしれ ない利益 があ る」

「はか らず も入賞 した」

(4)計 画 す る。 「暗 殺 を はか る」

(5)相 談 す る。 「み ん な には か る」

この5つ の 意 味 は意 味 的 な関 連性 を持 たないの であ るか ら,同 音異 義

語 扱 い とな る。 古 い時 代 の多義語が 時代 と共 に同音異義語群 に変 わ った

例 とす るこ とがで きる。

分類 に当たっては,あ くまで も意味 を基準 にす べ きであって,「 三 省 堂』

の よ うに訓 漢字 を基 準 にす べ きで はない。訓漢字 自体が 多義 であ るこ と

が 多 く,意 味 範 囲 が 重 な り合 うこ とに な るので,す で に 見 て きた よ うに

混 乱 が生 じるか らであ る。

は ら う

1.「 は ら う」 の多 義 。

記 述 が比 較 的 に よ く整理 されてい る 「三省堂』 の意味 分類 を出発点 と

し,他 の辞 典 を参 考 に して必 要 な修 正 を加 えた ものを まず示す。
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(1)邪 魔 な物 を どけ る ため に,手 や 足 を横 に勢 い よ く動 か す。 「ほこ り

を一 」「枝 を一」

(2)不 必 要 な物 を取 り除 く。 「入 を一 」 「刀の鞘 を一」

(3)不 必 要 な物 を売 って 処 分 す る。 「本 を古本屋 に一」

(4)神 に祈 って罪 ・微 れ ・災 い を除 き去 る。「厄 を一」

(5)(そ ろ ば んで)珠 を計 算 前 の状 態 に戻 す。

(6)代 金 を売 主 に渡 す 。 「お 金 を一 」

(7)「ノ」 の字 を書 くと きの よ うに途 中か ら力 を抜 きなが ら筆 を運ぶ。

(8)尊 敬 ・注 意 ・関心 ・配 慮 な どの 心 を対 象に向け る,,「敬 意 を一 」

(9)犠 牲 ・努 力 ・苦 心 な ど負担 とな る行動 をあえて取 る。

(10)引 き払 う。 「宿 を一 」

(11)(「 地 を払 う」 の形 で)世 の 中 か ら完 全 に消 え る。 「道義 が地 を 」

(12)(空 間 目的 語 を伴 なっ て)人 な どを どかせ る。 「行 列 の 先 を一」

(13)(「 辺 りを一 」 の 形 で)威 圧 的 な雰 囲 気 が あ た りに満 ち る。 「威 風

あた りを一」

多義 の全体 を見渡 して まず 言え ることは,(1)か ら(5)ま で は何 らかの

意 味 で 邪 魔 な もの,不 必 要 な もの を取 り除 くとい う共通義 で ひと まとめ

にす ることが出来 る とい うこ とである。(1)の 場 合 は対 象物 が 身辺 の 小 さ

い 物 で あ るので,取 り除 くの に手 や 足 を使 い,刃 物 を使 う こ と もあ る。

使 用頻 度 か ら言 うと,(1)の 場 合 が お そ ら く最 も多 い と思 わ れ,そ の 時 の

手 の動 きの様 態 を前 景 化 した用法が ⑦ であ ると考 え られる。

〈除去 〉 とい う動作の 目的 に類す る意味が 中心 的である と考 える と,(6)

の代 金 を払 うとい う意 味 との関 連性 をどう考 えるかが問題 となる。 この2

つ の 意味 を直 接 に突 き合 わせ て も状 況 は必ず しもは っき りしそ うにない。

そ こで通時 的多義 の可能性 を求め て 「は ら う」 の古義 を調べ てみ る こ と

にする。『岩波古語』の 「はら ・ひ」の語源欄 には次 の ようにあ る:

パ ラ は ハ ラ シ(晴)の パ ラ と 同 根 。 い ら な い もの をす っ か り捨 て 去 る

よ う に,振 っ た り,ゆ す っ た りす る 意 。
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同辞典で 「は ら[原]」 を 見 る と,「 《ハ レ(晴)と 同根 か》 手 入 れ せ

ず に,広 くつ づ い た平 地。」 とあ り,「 はれ 」 の 項 に は,《 パ リ(墾)・ パ

ラ(原)と 同 根 か 。 ふ さが っ て障 害 とな る ものが無 くな って,広 広 とな る

意 》 とあ る。 「はれ」 の項 に引用 されてい る 「方丈記」 第3章 の 用例 「谷

しげ け れ ど西晴 れ た り」 は 〈谷 は草木 が茂 っているが,西 の方 だ け は 開

い て い て 見晴 ら しが利 く。〉(岩 波版 『古 典 文 学 体 系30』37ペ ー ジ頭 注)

とい う意味 で あ る。 つ ま り,「 は ら う」 の 起 源 的 意 味 は 〈邪 魔 がない よう

にす る〉つ ま りあ る結果状態 を作 り出す こ とを 目指 した行動 であ り,手

を横 に動 か す な どの 動 作 の様 態 は意味 の付随 的側面 であ った とい うこ と

であ る。 この よ うに見 て くる と,「 代 金 を は ら う」 とい う用 法 は,「 金 銭

的 な負 担 を な くす る」 た め の行動で あ り,原 義 の 「邪 魔 物 が ない よ うに

す る」 か ら 「心 理的 な負担 をな くす る」 へ と直接 に意味派生 が生 じた結

果の ものであ るとい うこ とになる。

次 に原義 との関連性が はっき りしない用法 としての(8)の 「敬 意 をは ら

う」 が あ る。 これ は 『岩波国語』 に指摘 されて いる ように,`payone's

respects'〈 表敬 訪 問 をす る 〉あ るい は`payrespectto'〈 敬 意 を は ら う〉

とい う英語 表現 の 直訳 に由来す る もの と考 え られる。 「注 意 をは らう」 に

も対応す る英語 表現 の`payattention'が あ るが,こ れ も英語 表現 の影 響

に よ る もの なのかr「 敬 意 を は ら う」 の類 推 に よ る もの なのか,は っ き り

断 定 で きな い 。 い ず れ にせ よ,英 語 が 基 で あ る とは 言 う こ とが で きる。

`pay'と い う動 詞 その もの に対 して は昔 か ら 「は らう」 とい う訳語 が当て

られ てい たか ら,そ こか ら 「敬 意 を は ら う」 とい う表現 が生 じた ことは

十分考え られる(注1),,

「岩波 国語 』 は`paゾ の 直訳 に よっ て 「は ら う」 を用 い る ようになった

目的語 として,「 注 意 ・敬 意 ・苦 心 ・犠 牲 」 を列挙 しているが,「 苦心 ・犠 牲 」

につ いて は英 語 に`pay'を 用 い る用 法 は ない の で,別 扱 い すべ きで あ る。

意 味 の 上 で も 「注意 ・敬 意」 と 「苦心 ・犠牲」 はは っ き りと相違が あ る。

「注意 ・敬意」 はあ る種 の心 理状 態 であ り,そ の 心 理 を差 し向 け る対 象 を

持 っ て いる。 ここに属す る目的語 として は さらに 「関心 ・配慮 ・考慮」が

あ る。 ところが 「苦心 ・犠牲 ・努 力」 の グルー プは性 質 を異 に してお り,

身 体 的 な負 担 を伴 な う こ とで あ る。 こちらは 「代 金 をは らう」 に繋 が る

派生 用法 と して,別 扱 いす べ き もの と思 われ る。 諸辞典の用例 をみて も,

この両 グ ルー フ.を混 同 して い る場 合 が 多い(注2)。
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2.場 所 目的語 用 法 と再帰 目的語 省 略用法。

次の(10)か ら(13)の 用法 は(1)か ら(5)ま で の基 本 的 用法 とは 目的語

の 文 法 的性 質が異 なってい るため に,別 扱 い を しな け れ ば な らな い。 基

本 的 な用法で は,目 的語 の指 す 事 物 は 具 体 ・抽 象 の別はあ れ,除 去 の 直

接 の 対 象 で あ っ た。 と ころが(10)か ら(13)で は,目 的語 は"除 か れ る物

が 存 在 して い る場 所"を 指 して い る。 これ は 「場 所 目的語」 であ る(場

所 目的 語 につ い て は国広 哲 弥,1997:115以 下 を参 照)。

(10)の 「宿 をは ら う」 の 「宿 」 は そ れ まで主語 の 人間が滞在 していた

場所 であ り,そ こ か らそ の 人間 が 出 て行 くこ とを指 してい る。消滅す る

の は人間であ って宿で は ない。 この 用法 と基本的用法 は どの よ うに結 び

付 け られ るか。 これは国広哲弥(1997:46)で 論 じた 目的 語 省 略 表現 と し

て処 理 す るこ とがで きる。そ こで示 した1例 に 「役 所 を退 く」 とい う用

法 が あ る。 これは 「役 所か ら身 を退 く」 の 「身」 を省略 し,そ れ と共 に

直 前 の 「か ら」 も道連 れ にす る表現法 と考 えた。 「宿 か ら身 をは らう」か

ら 「か ら身」 を省略 した ものが 「宿 をは らう」 である と考 えるのであ る。

「は らう」の基本義 は対象物 を消滅 させ るこ とであ るか ら,基 本 義 に直 接

に結 び付 くこ とに な る。 「宿 をは らう」 とい う表現 はい まはほ とん ど使 わ

れ な くなてお り,代 わ りに 「宿 を引 き払 う」 とい う。

次の(ll)「 道 義 が 地 を払 う」 は,「 地 を払 う」 が この形 で慣 用 句 化 して

いるの で,別 扱 い と したが,文 法 的 な性 質 は(10)の 場 合 と同 じで あ る。

つ ま り裏 の 意 味構造 は 「道義 が地 か ら自らを払 う」 であ り,「 地」 とい う

の は 「地 上」 つ ま り 「世間」 とい う空間 を指 してい る。(10)と(11)の 場

合 は 再 帰 目的 語 つ ま り主 語 が 「払 われ る」 ので あるか ら,主 語 の指 す も

のが 姿 を消 す こ とに なる。 それ に対 して,次 の(12)と(13)で は,主 語 の

指 す もの は消 え ない 。

普通 の 目的語省略用法で あ る(12)「 先 を払 う」 は 昔 の 殿様 の 行 列 の よ

うな場 合で,「 先(か ら人)を 払 う」 つ ま り 〈行 列 の 行 く先 にい る邪魔 な

人達 を払 う〉とい う意味である。

次 の(13)「 あ た りを払 う」 も 目的 語 省略 用 法である。 この表現 も慣 用

句化 して い る。 「威風 が あ た りを払 う」 と言 う場 合,「 威 風 」 が 何 か を

「あ た りか ら払 いの ける」のであ るが,そ れ が何 で あ るか は っ き りしない。

〈何 もか も吹 き払 う くらいに勢 いが強 く,そ こ らに満 ち満 ちてい る 〉 とい

うこ とである。 これ と同 じ用法はほかに も見 られ る。



34

(a)最 高 の位 の 太 政 大 臣 は 、何 の仕 事 もないのであ る。御所 での儀 式

の通 りを、私邸 で も行 ない、 その威勢 は天 下を払 う。(田 辺 聖 子

「新 源 氏 物語 」)

(b)今 こ こ も とに しの び寄 せ て 、庭 の お もて を払 う風 に、笹 の葉 さら

さらとみ だれ、軒 には枯れた梢 さむ く、(石 川 淳 「処 女 懐 胎」)

(c)逡 巡 と して曇 りが ち な る春 の 空 を 、 も どか しとばか りに吹 き払 う

山嵐の、思 い切 りよ く通 り抜 けた前 山の一角 は、未練 もな く晴 れ

つ くして、(夏 目漱 石 「草 枕」)

例(b)(c)で は風 が 吹 き抜 け る とい う具体 的 な場 合が示 されてお り,特

に(c)で は 「吹 き払 う」 とい うい っそ う具 体的な表現 になってい る。そ し

て 「払 う」 の動作 主体 は ともに 「風」 であ る。(b)の 「庭 の お もて」,(c)

の 「春 の 空」 は場 所 目的 語 で あ り,「 払 う」 は基本 的 な く邪 魔 物 を取 り除

く〉とい う意味 で用 い られている。

3.「 は ら う」 の多 義構 造 。

以 上 の 分析 に基づ いて 「は らう」 の多義 を構造 化 してみ る。 全体 の大

きな枠組 み と しては,目 的 語 が 対 象 目的 語 と場 所 目的語 の場 合に二 分 さ

れ,場 所 目的 語 の場 合 は さ らに再 帰 目的語 省略 と普通 の 目的語省略 に分

かれ る。

「は らう」:《 場 所 か ら 邪魔 物 を 取 り除 く 》

(場 所 格)(対 象格)(動 作)
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(1)「 ほ こ りを一 」一(様 態 前 景 化 〉 ⑦ 「筆 を一 」

(2)「 人 を一一」

(3)「 本 を 古 本 屋 に一 」(対象 目的 語)

(4)「 け が れ を一 」

(5)「 そ ろ ば ん の 玉 を一 」

(6)「 代 金 を一 」 ・・…pay・ ・…(8)「 注 意 を一 」

L(9)「 犠 牲 を一 」

一 鴫 劉1灘:講警ll
、

は る(張)

1.「 張 る」 の 多義 。

「張 る」 の 基 本 義 は 《柔軟 な物 の両端 を互 いに反対方 向に引 っ張 り,緊

張状 態 を作 り出 す 》 と言 え るが,実 際 は この 裏 に そ うい う動 作 が 先 に存

在 してい て,そ の 動 作 を言 語 で 描 写 す れ ば 上 の よ うに なるわ けであ る。

さらに緊張 とい う結果状態 に認知的焦点 があ る。

「張 る」 の多義 は大 き く他動詞用法 と自動詞用法 に分 け られるが,分 析

結 果 か ら見 る と,他 動 詞 用 法 が 基 本 で,自 動 詞使 用 法 は他 動 詞 の 再 帰 中

間態 用法である と言 うことが出来 る。例 えば,「 木 が根 を張 る」が 基本 で,

その 再 帰表 現 「根 が 自 らを張 る」の 「自らを」が省略 されて,「 根 が張 る」

とい う表 面 的 に は 自動 詞 であ る再帰 中間態表現 が生 じる と考 えるのであ

る。 なお 「木が根 を張 る」 とい う表現 も,木 が実 際 に根 に引 っ張 る 力 を

加 え るわ けで はな く,"あ た か も引 っ張 っ た結 果 で あ るか の よ うな状 態 を

作 り出す"と い う痕 跡 表現 の 例 で あ る。

引 っ張 る対 象物 は面状 の場 合 と線状 の場 合 とがあ る。面 を 「張れ ば」

平 面 に近づ き,線 を 「張 れば」 直線 に近 づ く、,

例 に よっ て 「三省 堂 』 の 記 述 を出発点 とす るが,自 他 の 別 は 「自(1)」,

「他(2)」 の よ うに表記 し分 け る。語 義 は 簡単な例で示す。
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(換喩)他 ⑥ 「宴 を張る」

↑

他① 「幕を張る」→(焦 点化)他 ⑤ 「勢力を張る」

他② 「電線を張る」

他⑨ 「声を張る」

「 ㈱ 犬態)一[催翻 畿1

他⑦ 「非常線を張る」一他⑫ 「容疑者を張る」

他⑯ 「筆陣を張る」

(比喩的)他 ⑦ 「店を張る」 一他⑰ 「相場 を張る」

催雛 難 郭 心的緊張を伴う

一 曝 簾 ∵蘇 」
[再帰目的語省略]

自① 「根が張る」 一(焦 点化)自 ⑧ 「値が張る」一{=

自⑦ 「糸が張る」

L{1蹴 徽1長 るゴ(焦 点化)自⑨ 「磁 る」

L-一 一自 ⑤

自④

「肩が張 る」

「氷が張 る」

↓

(上ヒロ愈白勺)

自⑥ 「気 が 張 る」

「張 る」の多義構造図

2.多 義 派 生 の 説 明 。

上 の 多 義 構 造 図 につ いて説明 を加 える。 白丸で示 された始 発点 は 「張

る」の基本 義 を示 す。基本義 に直接 結 び付 くもっ とも中心 的 な用法 が他

(1)s他(2),他(9)で あ る。他(1)は 対 象物 が 面 的,他(2)は 線 的 な場 合で,

両 方 と も通 常 は 人力 が加 え られ る。他(9)は 辞 典 で は 〈声 を,強 く出す 〉
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と語釈 されている。 「大声 を張 り上 げる」 に繋が る用法である。大声 を出

すの は,生 理 学 的 に は呼 気 を強 くす る こ とによって声帯 の振 幅 を大 き く

す るこ とであ り,声 帯 に引 っ張 る力 を加 え る わ けで はないが,素 朴 な 身

体 感 覚 で 声 帯 を強 く引 っ張 る もの と感 じられ たのが この用法の発端 であ

った ろ うと思 われる。 「張 る」 の全用法で物理的 に引 っ張 る力 を用い るの

はこの3用 法 だ けで あ るの で,こ こに ま とめ た。

他(6)の 「宴 を張 る」 は,宴 会の場 を設 け て,酒 食 を提 供 し,と きに余

興 を添 え る こ とで あ る。 しか し元 の表現 は昔の宴会場 の周 りに紅 白の幕

を 「張 る」 ことに基づ いた空間的 メ トニ ミーであ る。 「宴」 を指 すの にそ

の周辺の 「幕」 を取 り.ヒげ て い る わ け で あ る。 したが って 「宴」 は 「張

る」 の直接 の 目的語で は な く,メ トニ ミー 的 目的 語 で あ る。 因 み にア メ

リカ英語 では,パ ー テ ィー を開 くこ と を`throwaparty'と 言 うが,こ の

場 合 も`party'は 意味 的 には`throw'の 直接 の 目的語 で は な い。 パ ー テ ィ

ー とい うのはい ろいろな 人を引 き会わせ るこ とを 目的 とす る ものであ る

か ら,こ の 表 現 の 裏 には`throwpeopletogether'〈 人 々を偶 然 に 会わせ

る 〉 を ひそ ませてい るこ とが考 え られ る。 もしそ うであれ ば,`party'は

結 果 目的語 とい う こ とに なる。

他(5)の 「勢 力 を張 る」 は く勢 い を さか んにす る〉と語釈 されている。

基本義 か らこの意味 に至 るあいだ には3段 階 の 意味 変 化 を経 て い る と考

え られる。 まず基本 となっ た と考 え られ る 「幕 を張 る」 は ひ とつの 観点

か ら見る と畳 んで いた幕 を広 げる ことであ るか ら,幕 の 〈占有 面 積 を大

き くす る 〉 とい う認知が出て来 る。 これは認知 の焦点化 であ る。 第2段

階 で は,具 体 物 の 占有 面 積 を 「勢 力 」 とい う抽 象物の 占有 面積 に移 す と

い う抽 象化が行 なわれてい る。第3段 階 で は,一 種 の メ トニ ミー 的 意味

変 化 と して,勢 力 範 囲 が 広 が っ た とい うこ とは,勢 力 が強 い こ との 結 果

で あ る とい う因果関係的推 論が はい りこんで くる。 その結 果 と して 〈勢

力 をさかんにする 〉とい う意味が 出て来 るこ とになる。

一般 に活動 は過程 と結果 の2面 に分析 して認 知 され る
。 語 義 の性 質あ

るいは文脈の影響 に よって,過 程 だ け,過 程 と結 果 の両 方,結 果 だ けの3

通 りの場 合 が あ る。 そ の観 点 か ら言 うと,他(1),(2),(9)で は過 程 と結

果 の両 方 に 目配 りが されているが,次 の他(3)と 他(4)で は,結 果 の 方 に

重点 が 移 っ て い る場 合 と考 え られ,「 結 果 状 態」 と して まとめ た 。 この場

合 は,過 程 が ど うい う もの で あ る か考 えられ ていない し,考 え てみ て も
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何 だか よ く分か らない。他(3)の 辞 書 の 語 釈 は 〈〔肩 を〕 四 角 ば らせ る,

い か らせ る。〉 とあ る。 姿 勢 の こ とであ り,前 か が み に な っ た りTし ょん

ぼ り して い な い,と い うこ とで あ る 。 そ うい う姿 勢が,両 肩 を左 右 に引

っ張 っ て伸 ば した結果 の よ うで ある と認知 した結 果,こ の 用法 が 生 れ た

の だ と考 え られ る。解剖学 的 に言 うな らば,肩 幅 は 骨 格 に よ って 決 まっ

て い る ので,伸 ばす こ とはで きな い。 他(4)は 『三 省 堂』 で は別 義 に して

あ るが,他(3)と 同様 の もの で あ る。 ただ し 「肩 」 と 「胸」 では含意が異

な り,「 肩 を張 る」 は空 威 張 りの 気 味 があ り,「 胸 を張 る」 は 自信 に満 ち

た と ころがあ る。

3.比 喩 的 派 生 義 。

他(3)と 他(4)が 目 に見 え る物 を張 るの に対 して,他(7)と 他(16)は 目

に見 え ない もの に比 喩 的 に用 い る場 合であ る。⑦ の 「非常線 」 は人間の

行 き来 をチ ェ ックす る境界 を指 し,警 官 な どの 姿 に よ って そ の 存 在 が推

定 され るに過 ぎない。他(16)の 「筆 陣 」 は ⑦ よ りさ らに抽 象 的 で,何

か を主 張 す る議 論 の構 成 体 を指す。意味 の系譜 と しては,他 ⑦ は他(2)

に繋 が り,他(16)は 他(1)に 繋 が る。

他(12)「 容 疑 者 を張 る」 は 意味 的 には他(7)に 繋 が っ てい るが,「 非常

線 」 が 直接 の 目的 語 で あ るの に対 して,「 容 疑 者 」 はそ うで は な く,例 え

ば 「容 疑 者 を(捕 らえ る ため に非常 線 を)張 る」 に基づ い た 省略 表 現 の 目

的語 であ る と考 え られる。 「非常線」の代 わ りに 「見張 り態勢」 を考 える

こ とも出来 る。 この場 合の 「容疑 者」 は 「究 極 目的語」 な どと呼 んで直

接の 目的語 と区別 され るべ きものである。

他(7)「 店 を張 る」 は あ る空 間 を作 り出す ことで あ り,他(1)に 繋 が る。

そ れ に さ らに抽 象 化 が加 えられた ものが他(17)の 「相 場 」 で あ る。 同 じ

く抽 象 的 で はあるが,対 象 が心 的 で あ る とい う こ とで,他(11)「 意 地 を

張 る」 と他(14)「 見栄 を張 る」 を ま とめ た 。 「張 る」の基本義 の中には,

張 られ た 物 に緊 張 が 生 じる とい う要素 を含 んで い るが,そ の点 を利 用 し

た のが この(11)と(14)で あ る と考 え られ る。 「意 地」 に心 的緊張 が含 ま

れ ることは言 うまで もないが,「 見栄 を張 る」 こそ心 的 に無 理 な努 力 を伴

なってい ると言え よう。
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4.痕 跡 表 現 。

痕 跡 表 現 につ い て は,国 広哲 弥(1985),国 広 哲 弥(1997)に 詳 しいが,

目の 前 の 形 や 位 置 関 係 につ い て,実 際 に動 きや 変 化 が な い に もか かわ ら

ず,あ たか もあ っ た結 果 で あ るか の ように表現す る ことをい う。例 えば

「その質店は裏通 りに隠れていた」 と言 えるが,質 店 は実 際 に隠 れ る動 き

を した わ けで はない。「あたか も隠れたかの ように,人 目 に付 か ない よ う

な所 にあ っ た」 とい うこ とであ る。「張 る」動作 をすれば普通結 果 と して

あ る面が生 じる。 そ こで実際 には 「張 る」動作 はなかった に もか かわ ら

ず,「 張 った」 結 果 で あ る か の よ うに面の存在 を表現 す る とき,そ れ を痕

跡 表 現 と言 う。

他(10)「 障 子 を張 る」 の場 合7障 子 紙 を 障子 の桟 の 上 に載 せ て糊付 け

す るだ けであ るが,結 果 と して 平 らな障 子 紙 が 生 じる。 これ を 「紙 を四

方 に引 っ張 った結果」 と見て 「張 る」 を使 うわけである。 『三省堂』 では

「は る 【張 ・貼】」 とい う別項 目を立 てて,そ こ に 「板 を張 る」 を示 して

い る が,こ れ も 「障子 紙 を張 る」 と ま った く同 じ用法 であ る。他(8)の

「水 を張 る」 は容 器 に水 を満 々 と湛 えるこ とを意味 す るが,こ れ も平 らな

水 面 の 出現 を引 っ張 った結果 と見立てたことによる ものである。「張 ・貼」

の項 の 「切手 を貼 る」 も同 じく痕跡 表現 である。 障子 紙や切手 の よ うな

紙 は載せ ただ けで はす ぐ取 れて しま うので,実 際 に は糊 付 け を し,板 の

場 合 は釘 付 け を した り接 着 剤 を使 った りす るが,こ れ は現 実 の 要 請 に よ

って 意味 派 生が生 じた ものである。

「洗 い張 り」 とい う布地の洗濯法があ る。洗 い張 り板の 上に布の両端 を

引 っ張 る よ うに してふ の りな どで貼 り付 け る。 この場 合 は 「張 る」 と

「貼 る」 の両方が行なわれる。

5.再 帰 目的語 省 略 。

「は ら う」 の 項 です で に触れ た再帰 目的語 省略 は,「 張 る」 の 自動 詞 用

法 の場 合 に も当て は まる。 ただ しその基 になった他動 詞用法の種類 の違

いに応 じて,自 動 詞 用法 の方 に も種 類 の違 いが見 られる。

自(1)「 根 が張 る」 につ い て は最 初 に触 れた ように 「木が根 を張 る」 か

ら来 ていて,「 根 が そ れ 自体 を張 る」 が 「そ れ 自体 を」 の省略 によって

「根が張 る」 になった もの と解 され る。つ ま り,〈 根 が 幹 を中心 と して長

く広 く伸 びた状態 になる 〉とい うこ とで,他(1)に 由来 す る。 自(7)「 糸
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が張 る」 は同様 に して他(2)に 由 来す る。 自(1)の 中 に含 まれ る く広 い面

積 を 占 め る 〉 とい う意味 要素が抽 象化 を受 け ると,〈 数 量 が 大 き くな る 〉

とい う意 味 を派生 させ る。 この意味 に焦点化 を行 なった用法が 自(8)「 値

が 張 る」 で あ る と言 え よ う。

自(2)「 お なか が張 る」,自(3)「 乳 が張 る」,自(5)「 肩 が張 る」 は他(3),

他(4)の 結 果 状 態 グル ー プ に 由来 す る。 「おなかが張 る」 は腹の内圧が高

まって表面の皮膚 が緊張 した状 態 を指す が,そ の 緊張 状 態 を,皮 膚 を周

辺 に向 か っ て引 っ張 った結果 と同 じと見た表現である。 自(3)「 乳 が張 る」

も同様 で あ る。

自(5)「 肩 が 張 る」 に つ い て は,一 方 に 自(9)「 肩 が 張 る」 とい う表 面

的 に は まっ た く同 じ表現が あるので,注 意 が必 要 で あ る。 自(5)の 方 は,

肩 の外 形 を言 っ て お り,肩 幅 が 広 い こ と を指 す 。 そ れ に対 して自(9)の 方

は 〈肩 が凝 る 〉 とい う意味 で あるか ら,こ れ は 自(2),自(3)の 意 味 の 一

部 分 で あ る 〈緊 張 す る 〉が焦点化 に よって取 り出 され た用 法であ る と考

える ことがで きる。

自(9)「 肩 が張 る」 は 「肩 が 緊張 す る」 と言 い換 えるこ ともで きるが,

この 緊張 の 意 味 要 素 に基 づ い て心 理面 に比 喩 的 に適 用 されたのが 自(6)

「気 が 張 る」 とい う用 法 で あ る。

自(4)「 氷 が 張 る」 は痕 跡 表 現 に基 づ く再帰 目的語省略表現 で,〈 氷 が

自 らを水 面 に張 った か の よ うな状態 になる 〉とい うこ とである。

6.残 った問 題 。

以 上,「 張 る」 の 多義 の 派生 関係 を明 らかに して きたが,ど う考 えて も

関連性 が は っ き りしない用法が2つ 残 っ た。 その1つ は他(13)「 横 面 を

張 る」 で あ る。 この 用 法 は 『岩波古語』 に も載せ られてお り,1283年 の

例 が 示 され て い る。 も う1つ は他(15)「 逃 げ を張 る」 とい う慣 用 句 的 表

現 で ある。今後 の研究 にまちたい。

注1ヘ ボ ンの 「改 正 増 補 和 英 英 和 語 林 集 成 第3版 』(1886)の 英 和 篇 の
`pay'を 見 る と`Harau'(払 う)と 書 か れ て い る

。 と こ ろ が そ こ に あ る用 例

`payattention'に 対 して は`nenwoireru
,kiwotsukeru'(念 を 入 れ る ・

気 を付 け る)と の み あ る 。 『日国 大 』 の 「注 意 」 の 項 に 見 え る 「注 意 を払 う」
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注2

の最初 の用例 は,佐 藤 春夫 「都 会の憂畿 」(1923)か らの 「人 ・々は妙 に犬 に

注意 を払 うや うで あ った」 であ る。

「敬 意 ・注 意 を払 う」 を 「犠牲 ・苦 心 を払 う」 と明 示的 に区別 してい る辞典

と しては,次 の ものが ある。

新選 国語,大 辞 林(「 敬 意」 の グルー プに 「苦 心 を払 う」 が混 入 して

い る),大 辞 泉。

次 の辞 典 で は,「 犠牲 ・苦心 を払 う」 の用 法 を記載 して い ない ので,明 示的

では ないが,少 な くと も2つ の グルー プの用例 を混同 してい ない。

例 解新 国語,角 川国語 中,新 潮現 代(payに 由来 す る こ とを記述 して

い る),角 川必携 。
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